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5‐9‐4

in

各日先着20名に
オリジナル缶バッ
ジをプレゼント！

質屋と女性
一葉も通った伊勢屋質店

質屋と女性
一葉も通った伊勢屋質店

特別企画展
し ち や じ ょ せ い

いちよう かよ い せ や しちてん

開館 12時～16時

2024（令和6）年

　月 16・23・30日（土）11
12　月 7・14 日（土）

＊申込不要
＊詳細裏面

＊要事前申込
＊詳細裏面

＊要事前申込
＊詳細裏面

小学生向け
ワークショップ
『質屋ごっこ』

一葉忌11/23限定
トークセッション

『女性職業作家誕生』

明治期と昭和初期の
女性の暮らしや質屋
利用を分析した
パネル展

‐4

）

（最終入場は15時30分）



・ゲスト：伊藤氏貴先生（明治大学文学部教授、著書　
　　　　　『樋口一葉赤貧日記』ほか）
・開催日時：2024年11月23日（土・祝）
　　　　　　16：00～17：00
・受付：15：50～
・対象：小学生から大人まで
・参加費：無料
・申込方法：事前申込制・先着順

　下記QRよりお申込みください。
・申込締切：11月16日（土）まで

トークセッション
『女性職業作家誕生‐なぜ樋口一葉は
日本初の女性職業作家になれたのか』

＊跡見「学芸員」in菊坂は、跡見学園女子大学の学生たちで結成したグループです。
旧伊勢屋質店（菊坂跡見塾）を拠点として活動しています。

伊勢屋質店は、万延元年（1860）に創業し、昭和57年（1982）まで約120年にわたり営業
していた質屋です。私たち跡見「学芸員」in菊坂は、この旧伊勢屋質店を活動拠点として、こ
れらの文化財を活用して調査研究を行っています。
今回の企画展では、約120年にわたる伊勢屋質店の歴史のなかで、明治期および昭和初
期の女性の質屋利用者の状況を分析した成果を紹介します。明治期については伊勢屋質店
に通った樋口一葉の日記、昭和初期については昨年度から跡見「学芸員」in菊坂メンバー
で翻刻を行っている柳町支店の質物台帳（昭和12年～13年）を分析しました。時代は異な
りますが、これらの記録からは当時の女性たちの暮らしや質屋の利用状況の一端を読み解
くことができます。子どもたちにも楽しんでもらえるように、子ども向けの表現でパネル
を作りました。
子どもから大人まで、どなたでもご来場いただけます。ぜひお気軽にお越しください！

小学生ワークショップ

『質屋ごっこ』
・開催日時：各開催日11：00～12：00
・受付：10：50～
・対象：小学生
・募集人数：各日10名
・参加費：無料
・申込方法：事前申込制・先着順
　　　　　　下記QRよりお申込みください。
・申込締切：各開催日３日前まで

申込フォーム 申込フォーム



　　 

質
しち

屋
や

って何
なに

？

 質
しち

屋
や

とは、お客
きゃく

さんから品
しなもの

物を預
あず

かり、その品
しなもの

物に

見
み あ

合う金
きんがく

額のお金
かね

を貸
か

す場
ば

所
しょ

（金
きんゆう

融機
き

関
かん

）です。今
いま

で

こそ身
み

近
ぢか

な金
きんゆう

融機
き

関
かん

は銀
ぎんこう

行ですが、昔
むかし

は裕
ゆうふく

福な人
ひと

たち

しか銀
ぎんこう

行を利
り

用
よう

していませんでした。そのため、生
せいかつ

活

に困
こま

った人
ひと

たちが代
か

わりに利
り

用
よう

するのが質
しち

屋
や

でした。

質
しち

屋
や

が増
ふ

え始
はじ

めたのは、江
え ど

戸時
じ

代
だい

です。第
だい

8 代
だい

将
しょう

軍
ぐん

徳
とくがわ

川吉
よしむね

宗は、人
ひとびと

々に質
しっ

素
そ

倹
けんやく

約（節
せつやく

約して暮
く

らすこと）

を進
すす

めました。すると人
ひとびと

々が物
もの

を買
か

わなくなったため、

不
ふ

況
きょう

になってしまい、生
せいかつ

活に困
こま

った人
ひと

にお金
かね

を貸
か

す質
しち

屋
や

が急
きゅう

速
そく

に増
ふ

えたと言
い

われています。

さらに明
めい

治
じ き

期から昭
しょう

和
わ

初
しょ

期
き

にかけて、質
しち

屋
や

を利
り

用
よう

する人
ひと

が増
ふ

えました。東
とう

京
きょう

で質
しち

屋
や

の数
かず

が一
いちばん

番多
おお

かっ

たのは昭
しょう

和
わ

初
しょ

期
き

で、1918 年
ねん

に約
やく

1300 店
てん

ありました。

この時
じ

代
だい

は、戦
せんそう

争による不
ふ

況
きょう

で貧
まず

しい人
ひと

が増
ふ

え、生
せいかつ

活

のためにお金
かね

を借
か

りに行
い

くことが多
おお

くなったと考
かんが

えら

れています。

1920年
ねんだい

代に行
おこな

われた都
と し

市の庶
しょみん

民金
きんゆう

融に関
かん

する調
ちょう

査
さ

の中
なか

では、「庶
しょみん

民階
かい

級
きゅう

に妬
や

かれたる唯
ゆいいつ

一の救
きゅう

濟
さいしょ

所といふても過
か

言
ごん

ではな

い（庶
しょみん

民にとって唯
ゆいいつ

一の助
たす

けの場
ば

所
しょ

だといっても過
か

言
ごん

ではない）」と説
せつめい

明されているように、庶
しょみん

民にとって大
たいせつ

切な場
ば

所
しょ

でした。

質
しち

屋
や

はこのような仕
し く

組みで成
な

り立
た

っています。

質
しち

屋
や

でお金
かね

を借
か

りることは、
一
いっぱんてき

般的に後
うし

ろめたいこととさ
れていたことから、他

ほか

の人
ひと

には
分
わ

かりにくいように隠
いん

語
ご

で呼
よ

ばれていることもありました。

使
つか

われていた隠
いん

語
ご

　　１
いちろく

６銀
ぎんこう

行
「1+6=7」で「質

しち

」と表
あらわ

して、
「銀

ぎん

行
こう

」と呼
よ

びました。

　　七
なな

ツ
つ

屋
や

「質
しち

」という漢
かん

字
じ

が難
むずか

しいことか
ら「七

しち

」で表
ひょう

記
き

されていました。

　質
し ち

屋
や

はどんな場
ば

所
し ょ

？➡庶
し ょ

民
み ん

の身
み

近
ぢ か

な金
き ん

融
ゆ う

機
き

関
か ん

　 

　質
し ち

屋
や

の仕
し

組
く

み　 

参考文献
・小泉和子［監修］、2020、『昔のお仕事大図鑑』株式会社日本図書センター
・杉山伸也、2014、『戦前期東京における質屋業の統計的分析』社会経済史学会
・澤宮優、平野恵理子、2021、『《いま思い出す懐かしのレトロ》畳屋、駄菓子屋、豆腐屋…イラストで見る「昭和の消えた職業」10選』株式会社文藝春秋、［URL］https://bunshun.jp/articles/-/45201?page=6（8月26日閲覧）
・種村季弘、1992、『日本の名随筆別巻 18質屋』株式会社作品社

質屋（しちや）

品
しなもの

物がいくらぐらいの
価
か ち

値があるかを見
み わ

分け
る知

ち

識
しき

が必
ひつよう

要だった。

①質
しち

入
い

れ

お客
きゃく

さんが質
しち

屋
や

に品
しなもの

物を預
あず

けた後
あと

、その品
しなもの

物に合
あ

う金
きんがく

額
のお金

かね

をお客
きゃく

さんに貸
か

す。

②受
うけもど

戻し

期
き

限
げん

までにお金
かね

と利
り し

子を質
しち

屋
や

に支
し

払
はら

うことで質
しち

入
い

れし
たものを取

と

り戻
もど

す。

利
り し

子

質
しち

屋
や

からお金
かね

を借
か

りるときの
追
つい

加
か

料
りょう

金
きん

。利
り し

子は、質
しち

屋
や

に
とって大

だい

事
じ

な収
しゅうにゅう

入です。

③質
しちなが

流れ

期
き

限
げん

までにお金
かね

と利
り し

子が支
し

払
はら

えなかった場
ば

合
あい

は、質
しち

屋
や

の物
もの

となり、売
う

りに出
だ

される。

客（きゃく）

少
すこ

しでも多
おお

くのお金
かね

を
借りるために、質

しち

屋
や

の
主
しゅ

人
じん

に交
こうしょう

渉することも
あった。その結

けっか

果、借
か

りられるお金
かね

が少
すこ

し増
ふ

えることもあった。

質草（しちくさ）

第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

に
は、オーダーメイドの
スーツなどの人

にん

気
き

が高
たか

く、質
しち

屋
や

にも多
おお

く持
も

ち
込
こ

まれた。

質
しち

屋
や

の隠
いん

語
ご

お金
かね

を借
か

りる

お金
かね

を返
かえ

せない

物
もの

を預
あず

ける

預
あず

けた物
もの

が返
かえ

ってくる

借
か

りたお金
かね

+利
り

子
し

預
あず

けた物
もの

は質
しち

屋
や

のものにな
り、売

う

られてしまう



参考文献
・跡見学園女子大学、「旧伊勢屋質店（菊坂跡見塾）」跡見学園女子大学HP（2024 年 10 月 21 日取得、https://www.atomi.ac.jp/univ/about/campus/iseya/）
・金子祥之、2020年、「伊勢屋質店の生活史 -暮らしぶりから建物の保存まで -」『ゆかり 《跡見学園女子大地域交流センター年次報告書》』跡見学園女子大学地域交流センター

伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

とは文
ぶん

京
きょう

区
く

本
ほん

郷
ごう

菊
きく

坂
さか

で江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から 130年
ねん

あまり営
えい

業
ぎょう

して

いた歴
れき

史
し

ある質
しち

屋
や

です。万
まん

延
えん

元
がん

年
ねん

（1860）に質
しち

屋
や

として開
かい

業
ぎょう

し、昭
しょう

和
わ

59年
ねん

（1984）に廃
はい

業
ぎょう

しました。昭
しょう

和
わ

７年
ねん

（1932）には柳
やなぎ

町
まち

に支
し

店
てん

が開
かい

業
ぎょう

しましたが、

戦
せん

時
じ

中
ちゅう

に空
くう

襲
しゅう

被
ひ

害
がい

を軽
けい

減
げん

するために建
たて

物
もの

を取
と

り壊
こわ

した「建
たて

物
もの

疎
そ

開
かい

」の影
えい

響
きょう

で

閉
へい

業
ぎょう

し、今
いま

は菊
きく

坂
さか

の建
たて

物
もの

のみが残
のこ

されています。

伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

は永
なが

瀬
せ

家
け

4 代
だい

に渡
わた

って営
えい

業
ぎょう

さ

れました。右
みぎ

の図
ず

では、それぞれの人
じん

物
ぶつ

の名
な

前
まえ

と、その時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

についてまとめ

ています。

伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

の建
たて

物
もの

は永
なが

瀬
せ

家
け

によって残
のこ

され、何
なん

度
ど

も修
しゅう

理
り

を繰
く

り返
かえ

しながら今
いま

は見
み

世
せ

（店
てん

舗
ぽ

兼
けん

住
じゅう

宅
たく

）、土
ど

蔵
ぞう

（倉
そう

庫
こ

）、座
ざ

敷
しき

（住
じゅう

居
きょ

）が残
のこ

されています。平
へい

成
せい

28年
ねん

3月
がつ

には建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

と棟
むな

札
ふだ

（見
み

世
せ

）が文
ぶん

京
きょう

区
く

指
し

定
てい

有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されました。一
いっ

般
ぱん

公
こう

開
かい

さ

れていない2階
かい

には３つの部
へ

屋
や

があり、２部
へ

屋
や

は座
ざ

敷
しき

（和
わ

室
しつ

）として、小
ちい

さな１部
へ

屋
や

は女
じょ

中
ちゅう

部
べ

屋
や

として使
し

用
よう

されていました。

　伊
い

勢
せ

屋
や

質
し ち

店
て ん

とは　 

　伊
い

勢
せ

屋
や

質
し ち

店
て ん

を経
け い

営
え い

して
　いた永

な が

瀬
せ

家
け

の人
じ ん

物
ぶ つ

たち

　建
た て も の

物について

伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

とは？

菊
きく

坂
さか

の伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

使
し

用
よう

人
にん

は全
ぜん

員
いん

住
す

み込
こ

みで働
はたら

い
ていました。

当
とう

時
じ

の使
し

用
よう

人
にん

お手
て

伝
つだ

いさん1～２名
めい

番
ばん

頭
とう

2名
めい

庭
にわ

仕
し

事
ごと

の空
くう

間
かん

生
せい

活
かつ

の空
くう

間
かん

１階
かい

の間
ま

取
ど

り図
ず

2階
かい

の間
ま

取
ど

り図
ず

女
じょ

中
ちゅう

部
へ

屋
や

：

お手
て

伝
つだ

いさんの部
へ

屋
や

トイレ：

（家
か

族
ぞく

用
よう

と使
し よう

用人
にん よう

用の２つ）

土
ど

蔵
ぞう

：品
しな

物
もの

を

保
ほ

管
かん

する場
ば

所
しょ

台
だい

所
どころ

風
ふ

呂
ろ

座
ざ

敷
しき

：生
せい

活
かつ

をする部
へ

屋
や

見
み

世
せ

：お店
みせ

でもあり、

番
ばん

頭
とう

さんが生
せい

活
かつ

する部
へ

屋
や

座
ざ

敷
しき

：生
せい

活
かつ

をする部
へ

屋
や



　女
じ ょ

性
せ い

と男
だ ん

性
せ い

の利
り

用
よ う

者
し ゃ

の違
ち が

い

　女
じ ょ

性
せ い

と男
だ ん

性
せ い

はそれぞれ何
な に

を質
し ち

入
い

れしていたの？

旧
きゅう

伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

には、昭
しょう

和
わ

初
しょ

期
き

の柳
やなぎ

町
まち

支
し

店
てん

の『質
しち

物
もつ

台
だい

帳
ちょう

』が残
のこ

っています。

その記
き

録
ろく

から、当
とう

時
じ

の女
じょ

性
せい

たちがどの

ように質
しち

屋
や

を利
り

用
よう

していたのかをみ

てみましょう。

伊
い

勢
せ

屋
や

にお金
かね

を借
か

りに来
き

た人
ひと

びと

のうち、およそ 4 人
にん

に 1
ひとり

人が女
じょ

性
せい

でし

た。一
いち

度
ど

に借
か

りた金
きん

額
がく

は、全
ぜん

体
たい

の半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

が 20銭
せん

から 5円
えん

未
み

満
まん

で、特
とく

に 2

円
えん

や 3円
えん

が多
おお

かったです。男
だん

女
じょ

を比
くら

べると、女
じょ

性
せい

平
へい

均
きん

よりも男
だん

性
せい

平
へい

均
きん

のほ

うが高
たか

かったようです。また、台
だい

帳
ちょう

に

は本
ほん

人
にん

が来
き

たのか代
だい

理
り

の人
ひと

が来
き

たのかが書
か

いてあります。本
ほん

人
にん

である割
わり

合
あい

は、女
じょ

性
せい

が 74%、男
だん

性
せい

が 72%とあまり差
さ

はありま

せんでした。なかには、父
ちち

・夫
おっと

・息
むす

子
こ

の代
か

わりに女
じょ

性
せい

が預
あず

けに来
く

ることもあれば、妻
つま

の代
か

わりに来
き

た男
だん

性
せい

もいました。

男
だん

女
じょ

ともに一
いち

番
ばん

多
おお

かった質
しち

入
い

れ品
ひん

は女
おんな

物
もの

の和
わ

服
ふく

でした。しかし、男
だん

性
せい

より女
じょ

性
せい

のほうが女
おんな

物
もの

を質
しち

入
い

れする割
わり

合
あい

は高
たか

かったです。

質
しち

屋
や

を利
り

用
よう

した昭
しょう

和
わ

の女
じょ

性
せい

たち
※男

だん

性
せい

/ 女
じょ

性
せい

は入
にゅう

質
しち

者
しゃ

の氏
し

名
めい

から判
はん

断
だん

一
いち

度
ど

にいくら借
か

りたの？

女女
じょじょ

性性
せいせい

平平
へいへい

均均
きんきん

77 円円
えんえん

4848銭銭
せんせん

男男
だんだん

性性
せいせい

平平
へいへい

均均
きんきん

88 円円
えんえん

3232銭銭
せんせん

女
じょ

性
せい

の利
り

用
よう

者
しゃ

はどのくらいいたの？

女女
じょじ ょ

性性
せいせ い

26.9%26.9%
（89（89名名

めいめ い

））
男男
だんだ ん

性性
せいせ い

73.1%73.1%
（331（331 名名

めいめ い

））

わふく

和服
58.21%

ようふく

洋服
20.54%

その
た

他の
いるい

衣類
6.00%

ざっか

雑貨など
15.26%

はおり

羽織
17.79%

たんもの

単物
12.80%

おび

帯
7.74%

あわせ

袷
10.70%

こそで

小袖
4.70%

どてら・
はんてん

半纏
1.74%

はかま

袴
1.52%

その
た

他
わふくかんけい

和服関係
1.23%

コート・
オーバー・
マント
10.05%

せびろ

背広・
モーニング・
コート
6.80%

その
た

他
ようふくかんけい

洋服関係
3.69%

したぎるい

下着類
4.34%

ぬのじ

布地・
その

た

他の
いるい

衣類
1.66%

ゆびわ

指輪
1.59%

とけい

時計
5.78%

さいけん

債券
0.58%
その

た

他
6.65%

ふめい

不明
0.65%

わふく

和服
72.26%

ようふく

洋服
13.38%

その
た

他の
いるい

衣類
8.03%

ざっか

雑貨など
6.33%

はおり

羽織
18.25%

たんもの

単物
17.03%

おび

帯
13.38%

あわせ

袷
12.41%

こそで

小袖
8.52%

どてら・
はんてん

半纏
0.73%

はかま

袴
0.73%

その
た

他の
わふく

和服
1.22%

コート・
オーバー・
マント
7.54%

せびろ

背広
4.87%

その
た

他の
ようふく

洋服
0.97%

したぎるい

下着類
4.14%

ぬのじ

布地・
その

た

他の
いるい

衣類
3.89%

ゆびわ

指輪
1.95%

とけい

時計
1.46%

さいけん

債券
1.22% その

た

他 0.73%
ふめい

不明 0.97%

じょせい

女性
けい

計411
てん

点

じょせい

女性
けい

計411
てん

点

だんせい

男性
けい

計1794
てん

点

だんせい

男性
けい

計1794
てん

点

その他
た

には製
せい

図
ず

機
き

やカメラ
など、道

どう

具
ぐ

類
るい

が含
ふく

まれます。

男
だん

性
せい

は洋
よう

服
ふく

もたくさん
ありました。

男
だん

性
せい

が質
しち

入
い

れした和
わ

服
ふく

は、
71%が女

おんな

物
もの

、29%が男
おとこ

物
もの

でした。

女
じょ

性
せい

は和
わ

服
ふく

が多
おお

いです。

女
じょ

性
せい

が質
しち

入
い

れした和
わ

服
ふく

は、
83%が女

おんな

物
もの

、17%が男
おとこ

物
もの

でした。

男
だん

女
じょ

別
べつ

の質
しち

入
い

れ品
ひん

の内
ない

容
よう

を円
えん

グラフで表
あらわ

しています。どんな違
ちが

いがあるでしょうか？



参考文献
・金沢市、2023、「羽織（銘仙）」、金沢ミュージアム＋（2024 年 10 月 31 日取得、https://kanazawa-mplus.jp/collection/page-minzoku336.html）．
・国立文化財機構、「袷 紫絹縮地樹木に鶴雀文様刺繍」、国立文化財機構所蔵品統合検索システムColBase（2024 年 10 月 31 日取得、https://colbase.nich.go.jp/collection_items/kyohaku/I%E7%94%B2570-13?locale=ja）．
・国立文化財機構、「小袖 白綾地秋草模様」、国立文化財機構所蔵品統合検索システムColBase（2024 年 10 月 31 日取得、https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/I-721?locale=ja）．
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　台
だ い

帳
ちょう

から質
し ち

入
い

れの一
い ち

例
れ い

を見
み

てみよう！　 

　どんな着
き

物
も の

が質
し ち

入
い

れされたの？

質
しち

入
い

れ品
ひん

の紹
しょう

介
かい

（着
き

物
もの

編
へん

）

昭
しょう

和
わ

12年
ねん

12月
がつ

16日
にち

昭
しょう

和
わ

13年
ねん

1月
がつ

17日
にち

わ可
か

さん わ可
か

さん

32
日に

ち

後ご

伊
い せ  や  し ち  て ん

勢屋質店
25円

えん

≒当
とう

時
じ

の航
こう

空
くう

運
うん

賃
ちん

（東
とう

京
きょう

ｰ大
おお

阪
さか

間
かん

）
伊
い  せ  や

勢屋質
しち てん

店

単物（たんもの）

袷（あわせ） 小袖（こそで）

羽織（はおり）

裏
うら

を付
つ

けずに仕
し

立
た

てた和
わ

服
ふく

類
るい

の総
そう

称
しょう

のことで、
涼
すず

しさを感
かん

じられるように作
つく

られています。主
おも

に初
しょ

夏
か

や初
しょ

秋
しゅう

など暑
あつ

すぎず寒
さむ

すぎない季
き

節
せつ

に
着
ちゃく

用
よう

されます。「単
ひと

衣
え

」とも呼
よ

ばれます。

裏
うら

地
じ

が付
つ

いている二
に

重
じゅう

仕
じ

立
た

ての着
き

物
もの

のことで
保
ほ

温
おん

性
せい

が高
たか

いのが特
とく

徴
ちょう

です。主
おも

に涼
すず

しい季
き

節
せつ

に着
ちゃく

用
よう

され、秋
あき

や冬
ふゆ

、春
はる

に適
てき

しています。

現
げん

在
ざい

の和
わ

服
ふく

のもととなった、袖
そで

口
ぐち

の
小
ちい

さく縫
ぬ

いつまっている着
き

物
もの

のこと
を言

い

います。

着
き

物
もの

の上
うえ

に羽
は

織
お

る、ジャケットや
コートのような役

やく

割
わり

を果
は

たす和
わ

装
そう

の
上
うわ

着
ぎ

です。

どうしよう、年
とし

越
こ

しするのに
お金

かね

が足
た

りないわ。着
き

物
もの

を質
しち

入
い

れしてお金
かね

をかりなきゃ！

着
き

物
もの

類
るい

７点
てん

ですね。25円
えん

お貸
か

しします。流
りゅう

質
しち

するのは 4か
月
げつ

後
ご

です。利
り

子
し

は31％なので、
7円
えん

75銭
せん

です。

利
り

子
し

も入
い

れて、32 円
えん

75銭
せん

を返
かえ

せるわ！

確
たし

かに、32円
えん

75 銭
せん

いた
だきました。質

しち

入
い

れ品
ひん

を 
お返

かえ

しします。
ありがとうございました。

男
だん

女
じょ

ともによく質
しち

入
い

れしていた女
じょ

性
せい

の和
わ

服
ふく

＝着
き

物
もの

を紹
しょう

介
かい

します。

着
き

物
もの

類
るい

7点
てん

を質
しち

入
い

れ
32円

えん

75銭
せん

を返
かえ

す

25円
えん

を借
か

りる 着
き

物
もの

類
るい

7点
てん

を取
と

り戻
もど

す

木き

島じ
ま

黒く
ろ

地じ

茶ち
ゃ

白し
ろ

小し
ょ
う

絣か
す
り（

の
男

お
と
こ

袷あ
わ
せ）

黒く
ろ

七な
な

之の

子こ

丸ま
る

剱つ
る
ぎ

花は
な

菱び
し

五ご

ケ
所

か

し
ょ

振ふ
り

付つ
き

紋も
ん

付つ
き

（
の
袷

あ
わ
せ

羽ば

折お
り

）

紋も
ん

金き
ん

紗し
ゃ

淡た
ん

藤ふ
じ

鼡ね
ず
み

地じ

友ゆ
う

仙せ
ん

秋あ
き

草く
さ

□
カ
ゴ
流

な
が
れ

中ち
ゅ
う

形が
た

（
の
女

お
ん
な

単た
ん

物も
の

）

黒く
ろ

袖そ
で

茶ち
ゃ

（
の
袷

あ
わ
せ

羽ば

折お
り

）

仙せ
ん

台だ
い

平ひ
ら

紺こ
ん

茶ち
ゃ

小し
ょ
う

棒ぼ
う

縞し
ま

（
の
単

ひ
と
え

袴は
か
ま）

名め
い

仙せ
ん

紺こ
ん

茶ち
ゃ

立た
て

縞じ
ま
（
の
男

お
と
こ

袷あ
わ
せ）

黒く
ろ

メ
ル
ト
ン
（
の
鳶

と
ん
び

）

模
も

様
よう

生
き

地
じ

色
いろ

素
そ

材
ざい

着
き

物
もの

の

種
しゅ

類
るい
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　台
だ い

帳
ちょう

から質
し ち

入
い

れの一
い ち

例
れ い

を見
み

てみよう！　 

　どんな指
ゆ び

輪
わ

が質
し ち

入
い

れされたの？ 

質
しち

入
い

れ品
ひん

の紹
しょう

介
かい

（指
ゆび

輪
わ

編
へん

）

ダイヤモンド

ねじり梅
うめ

の爪
つめ

で留
と

めた
ダイヤモンドの指

ゆび

輪
わ

菊
きく

の爪
つめ

で留
と

めた
真
しん

珠
じゅ

の指
ゆび

輪
わ

オパールのひねり爪
つめ

指
ゆび

輪
わ

合
ごう

成
せい

ルビーの指
ゆび

輪
わ

真
しん

珠
じゅ

ルビー オパール

宝石指輪（ほうせきゆびわ）

明
めい

治
じ

後
こう

期
き

から宝
ほう

石
せき

入
い

りが広
ひろ

まり、ダイヤモンドが一
いち

番
ばん

人
にん

気
き

でした。他
ほか

には真
しん

珠
じゅ

やオパール、ルビーなども人
にん

気
き

でした。1930年
ねん

ころからは、技
ぎ

術
じゅつ

が向
こう

上
じょう

し、安
やす

く
手
て

に入
はい

る合
ごう

成
せい

宝
ほう

石
せき

が広
ひろ

まりました。
1910年

ねん

ころからは、金
きん

だけでなく白
プラチナ

金も使
つか

われるよう
になりました。昭

しょう

和
わ

のジュエリーは細
こま

かなデザインが
特
とく

徴
ちょう

です。型
かた

に金
きん

属
ぞく

を流
なが

し込
こ

んで固
かた

める鋳
ちゅう

造
ぞう

法
ほう

が開
かい

発
はつ

される昭
しょう

和
わ

30年
ねん

代
だい

までは手
て

作
づく

りでした。

かまぼこ形（かまぼこがた） 印台形（いんだいがた）

断
だん

面
めん

が半
はん

円
えん

状
じょう

の金
きん

の指
ゆび

輪
わ

。結
けっ

婚
こん

指
ゆび

輪
わ

として、男
だん

女
じょ

ともに使
つか

われ
ていました。18金

きん

が一
いっ

般
ぱん

的
てき

。

指
ゆび

輪
わ

の上
じょう

部
ぶ

の台
だい

座
ざ

が、大
おお

きく平
たい

らな形
かたち

をしている指
ゆび

輪
わ

。
台
だい

座
ざ

は無
む

地
じ

や模
も

様
よう

が彫
ほ

られたものがあります。古
こ

代
だい

ロー
マ時

じ

代
だい

に印
いん

鑑
かん

として使
つか

われ、その後
ご

、紳
しん

士
し

がおしゃれを
楽
たの

しむための指
ゆび

輪
わ

として使
つか

われるようになりました。

衣
い

類
るい

以
い

外
がい

の品
しな

（雑
ざっ

貨
か

）を質
しち

入
い

れすることが多
おお

かったのは男
だん

性
せい

でしたが、そのなかでも女
じょ

性
せい

も持
も

ち込
こ

むことが多
おお

かった品
しな

が

指
ゆび

輪
わ

でした。指
ゆび

輪
わ

は和
わ

服
ふく

でも洋
よう

服
ふく

でも利
り

用
よう

できるので受
う

け入
い

れやすかったようで、明
めい

治
じ

期
き

の文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

以
い

降
こう

、早
はや

い時
じ

期
き

から日
に

本
ほん

人
じん

の装
よそお

いに取
と

り入
い

れられました。指
ゆび

輪
わ

の値
ね

段
だん

は、最
もっと

も安
やす

いものが2円
えん

、最
もっと

も高
たか

いものが300円
えん

、平
へい

均
きん

が約
やく

40円
えん

でした。

素
そ

材
ざい

形
けい

状
じょう

・デザイン

台
だい

座
ざ

のデザイン・

宝
ほう

石
せき

の種
しゅ

類
るい

・
白は

っ

金き
ん

細ほ
そ

わ
唐か

ら

花は
な

彫ほ
り

赤あ
か

ス
ア
フ
ァ
イ
ヤ
石い

し

入い
り

・
白は

っ

金き
ん

カ
マ
ボ
コ
形が

た

小こ

判ば
ん

形が
た

印い
ん

台だ
い

（
押お

う

印い
ん

）
彫ほ

り

昭
しょう

和
わ

12年
ねん

12月
がつ

31日
にち

昭
しょう

和
わ

13年
ねん

1月
がつ

6日
にち

タツエさん タツエさん

7
日に

ち

後ご

伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

どうしよう、年
とし

越
こ

しするのに
お金

かね

が足
た

りないわ。指
ゆび

輪
わ

を質
しち

入
い

れしてお金
かね

をかりなきゃ！

指
ゆび

輪
わ

２点
てん

ですね。50円
えん

お
貸
か

しします。流
りゅう

質
しち

するのは
4か月

げつ

後
ご

です。利
り

子
し

は31％
なので、15円

えん

50銭
せん

です。
利
り

子
し

も入
い

れて、65円
えん

50銭
せん

を返
かえ

せるわ！

確
たし

かに、65円
えん

50銭
せん

いた
だきました。質

しち

入
い

れ品
ひん

を
お返

かえ

しします。
ありがとうございました。

指
ゆび

輪
わ

２点
てん

を取
と

り戻
もど

す

指
ゆ び わ

輪２点
てん

を質
しち

入
い

れ

50円
えん

を借
か

りる

65円
えん

50銭
せん

を返
かえ

す

50円
えん

≒当
とう

時
じ

のオーダーメイドスーツ
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明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に質
しち

屋
や

を利
り

用
よう

した女
じょ

性
せい

として知
し

られるのが、女
じょ

流
りゅう

作
さっ

家
か

の樋
ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

です。ここでは略
りゃく

年
ねん

譜
ぷ

で一
いち

葉
よう

の人
じん

生
せい

について紹
しょう

介
かい

します。

質
しち

屋
や

を利
り

用
よう

した明
めい

治
じ

の女
じょ

性
せい

‒樋
ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

‒

年
ねん

代
だい

出
で

来
き

事
ごと

作
さく

品
ひん

明
めい

治
じ

5年
ねん

（1872） ０歳
さい  3月

がつ

 東
とう

京
きょう

府
ふ

第
だい

二
に

大
だい

区
く

一
いっ

小
しょう

区
く

（現
げん

千
ち

代
よ

田
だ

区
く

）内
うち

幸
さいわい

町
ちょう

で生
う

まれる

（本
ほん

名
みょう

は奈
な

津
つ

）

明
めい

治
じ

10年
ねん

（1877） 5歳
さい  3月

がつ

 公
こう

立
りつ

本
ほん

郷
ごう

小
しょう

学
がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

するも幼
おさな

く月
げつ

末
まつ

に退
たい

学
がく

 9月
がつ

 私
し

立
りつ

吉
よし

川
かわ

学
がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

明
めい

治
じ

14年
ねん

（1881） 9歳
さい  4月

がつ

 吉
よし

川
かわ

学
がっ

校
こう

を退
たい

学
がく

 11月
がつ

 私
し

立
りつ

青
せい

海
かい

学
がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

明
めい

治
じ

16年
ねん

（1883） 11歳
さい

 12月
がつ

 青
せい

海
かい

学
がっ

校
こう

高
こう

等
とう

科
か

第
だい

4級
きゅう

を首
しゅ

席
せき

で卒
そつ

業
ぎょう

明
めい

治
じ

19年
ねん

（1886） 14歳
さい

 ８月
がつ

 中
なか

島
じま

歌
うた

子
こ

の歌
か

塾
じゅく

・萩
はぎ

の舎
や

に入
にゅう

学
がく

明
めい

治
じ

20年
ねん

（1887） 15歳
さい

 12月
がつ

 兄
あに

の泉
せん

太
た

郎
ろう

が肺
はい

結
けっ

核
かく

のため23歳
さい

で死
し

去
きょ

明
めい

治
じ

21年
ねん

（1888） 16歳
さい

 2月
がつ

 兄
あに

の泉
せん

太
た

郎
ろう

に代
か

わり家
か

督
とく

相
そう

続
ぞく

、戸
こ

主
しゅ

となる

明
めい

治
じ

22年
ねん

（1889） 17歳
さい

 5月
がつ

 渋
しぶ

谷
や

三
さぶ

郎
ろう

と婚
こん

約
やく

 7月
がつ

 父
ちち

の則
のり

義
よし

が病
やまい

のため58歳
さい

で死
し

去
きょ

 9月
がつ

 渋
しぶ

谷
や

三
さぶ

郎
ろう

に婚
こん

約
やく

破
は

棄
き

される

明
めい

治
じ

23年
ねん

（1890） 18歳
さい  3月

がつ

 初
はじ

めて小
しょう

説
せつ

の断
だん

片
ぺん

を書
か

く 

 9月
がつ

 母
はは

・妹
いもうと

と本
ほん

郷
ごう

区
く

（現
げん

文
ぶん

京
きょう

区
く

）菊
きく

坂
さか

町
ちょう

に引
ひ

っ越
こ

す

明
めい

治
じ

24年
ねん

（1891） 19歳
さい

 ３月
がつ

 小
しょう

説
せつ

家
か

になることを決
けっ

心
しん

する

 ４月
がつ

 半
なから

井
い

桃
とう

水
すい

に小
しょう

説
せつ

の書
か

き方
かた

を教
おそ

わる

 秋
あき

頃
ごろ

 ペンネーム「一
いち

葉
よう

」を使
つか

い始
はじ

める

明
めい

治
じ

25年
ねん

（1892） 20歳
さい

3月 第一作「闇桜」が雑誌『武蔵野』に載る
4月 「たま襷」が雑誌『武蔵野』、「別れ霜」が『改進新聞』に載る
7月 「五月雨」が雑誌『武蔵野』に載る
10月「経つくえ」が『甲陽新報』に載る
11月、12月 「うもれ木」が雑誌『都の花』に載る

明
めい

治
じ

26年
ねん

（1893） 21歳
さい  7月

がつ

 下
した

谷
や

区
く

（現
げん

台
たい

東
とう

区
く

）龍
りゅう

泉
せん

寺
じ

町
まち

に引
ひ

っ越
こ

し、雑
ざっ

貨
か

・駄
だ

菓
が

子
し

  を売
う

る店
みせ

を始
はじ

める

2月 「暁月夜」が雑誌『都の花』に載る
3月 「雪の日」が雑誌『文学界』に載る
12月 「琴の音」が雑誌『文学界』に載る

明
めい

治
じ

27年
ねん

（1894） 22歳
さい  5月

がつ

 店
みせ

を辞
や

めて本
ほん

郷
ごう

区
く

（現
げん

文
ぶん

京
きょう

区
く

）丸
まる

山
やま

福
ふく

山
やま

町
ちょう

に引
ひ

っ越
こ

す 

 9月
がつ

 和
わ

歌
か

と古
こ

典
てん

文
ぶん

学
がく

を家
いえ

で教
おし

える

2月、4月　「花ごもり」が雑誌『文学界』に載る
7月、9月、11月　「暗夜」が雑誌『文学界』に載る
12月　「大つごもり」が雑誌『文学界』に載る

明
めい

治
じ

28年
ねん

（1895） 23歳
さい

１～12月　「たけくらべ」の1～ 14章が雑誌『文学界』に載る
4月　「軒もる月」が『毎日新聞』に載る
5月　「ゆく雲」が雑誌『太陽』に載る
8月　「うつせみ」が『読売新聞』に載る
9月　「にごりえ」が雑誌『文芸倶楽部』に載る
12月　「十三夜」が雑誌『文芸倶楽部』に載る

明
めい

治
じ

29年
ねん

（1896） 24歳
さい

 11月
がつ

23日
にち

　肺
はい

結
けっ

核
かく

のため死
し

去
きょ

1月　「この子」が雑誌『日本乃家庭』、「わかれ道」が雑誌『国民
之友』、「たけくらべ」の十五～十六章が雑誌『文学界』に載る
2月　「裏紫」の上（未完）が雑誌『新文壇』に載る
5月　「われから」が雑誌『文芸倶楽部』に載る

　一
い ち

葉
よ う

と伊
い

勢
せ

屋
や

質
し ち

店
て ん

一
いち

葉
よう

は明
めい

治
じ

23年
ねん

９月
がつ

から明
めい

治
じ

26年
ねん

7月
がつ

までの 3年
ねん

間
かん

、菊
きく

坂
ざか

の借
しゃく

家
や

に暮
く

らしていました。菊
きく

坂
ざか

で

一
いち

葉
よう

が小
しょう

説
せつ

家
か

を目
め

指
ざ

している時
とき

に、苦
くる

しい生
せい

活
かつ

を支
ささ

えるため利
り

用
よう

していたのが伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

なのです。

一
いち

葉
よう

は龍
りゅう

泉
せん

寺
じ

に引
ひ

っ越
こ

してからも伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

に通
かよ

い続
つづ

けています。また一
いち

葉
よう

が亡
な

くなったとき伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

の主
しゅ

人
じん

は香
こう

典
でん

を送
おく

っており、これらのことから一
いち

葉
よう

と伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

は強
つよ

いつながりがあった

とわかります。

龍
りゅう

泉
せん

寺
じ

で暮
く

らす人
ひと

々
びと

に影
えい

響
きょう

を受
う

け短
たん

期
き

間
かん

で、多
おお

くの小
しょう

説
せつ

を書
か

きました。

一
いち

葉
よう

の小
しょう

説
せつ

は森
もり

鴎
おう

外
がい

らも絶
ぜっ

賛
さん

しました。

る

一い
ち

葉よ
う

が
小

し
ょ
う

説せ
つ

家か

と
し
て
活か

つ

躍や
く

し
た
の
は
わ
ず
か
４
年ね

ん

、
今こ

ん

後ご

を
期き

待た
い

さ
れ
て
い
た
矢や

先さ
き

に
24
歳さ

い

で
亡な

く
な
り
ま
し
た
。

奇き

跡せ
き

の
14
か
月が

つ

兄
あに

と父
ちち

が亡
な

くなり一
いち

葉
よう

が樋
ひ

口
ぐち

家
け

を支
ささ

える立
たち

場
ば

に…。

その後
ご

菊
きく

坂
ざか

へと引
ひ

っ越
こ

し、父
ちち

の仕
し

事
ごと

の借
しゃっ

金
きん

も抱
かか

えな
がら母

はは

と妹
いもうと

を養
やしな

わなければいけない一
いち

葉
よう

は、お金
かね

のた
めに小

しょう

説
せつ

を書
か

くことを決
き

めました。

しかし当
とう

時
じ

の女
じょ

性
せい

の職
しょく

業
ぎょう

は限
かぎ

られており、小
しょう

説
せつ

でお金
かね

を得
え

ることは難
むずか

しく、そう上
う

手
ま

くはいきませんでした。



樋
ひ

口
ぐち

一
いちよう

葉は、16 歳
さい

のときから亡
な

くなるまでの約
やく

10年
ねんかん

間にわたって日
にっ

記
き

を書
か

いています。この日
にっ

記
き

から、一
いちよう

葉が質
しち

屋
や

をど

のように利
り

用
よう

していたのか読
よ

み解
と

きます。

明
めい

治
じ

25年
ねん

8月
がつ

28日
にち

、一
いちよう

葉は、妹
いもうと

･ 邦
くに

子
こ

と母
はは

･たきに質
しち

入
い

れを提
ていあん

案していますが、8月
がつ

30日
にち

の日
にっ

記
き

から、母
はは

は質
しち

屋
や

を訪
おとず

れることに反
はんたい

対していたようです。しかし、その後
ご

一
いちよう

葉たち家
か

族
ぞく

は伊
い せ や

勢屋質
しちてん

店に長
なが

く通
かよ

うことになるのです。

明
め い  じ

治 26年
ねん

4 月
がつ

3
み っ か

日に初
はじ

めて伊
い

勢
せ

屋
や

を訪
おとず

れました。

「伊
い

せ屋
や

か
（が）

もとにはしる」という記
き

述
じゅつ

は、この日
ひ

以
い

外
がい

にも日
にっ

記
き

に何
なん

度
ど

も記
しる

されており、貧
まず

しく、生
せいかつ

活に困
こま

っ

ていた一
いちよう

葉たち家
か

族
ぞく

にとって重
じゅう

要
よう

な場
ば

であったこと

が分
わ

かります。

樋
ひ

口
ぐち

一
いちよう

葉の日
にっ

記
き

を見
み

てみよう❶

　質
し ち  や

屋に対
た い

する反
は ん の う

応

　伊
い せ や

勢屋質
し ち て ん

店に訪
おとず

れた日
ひ

　一
いち  よう

葉直
じき  ひ つ

筆の日
に っ  き

記（明
め い  じ

治 26 年
ね ん

4 月
が つ

1
つい た ち

日～ 5
い つ か

日）

「私
わたし

の小
しょうせつ

説はまだ完
かんせい

成せず、一
ひとせん

銭の収
しゅうにゅう

入のあてもない。…（母
はは

に）

私
わたし

と邦
くに  こ

子の着
き  も の

物をある限
かぎ

り質
しち

入
い

れして急
きゅう ば

場をのがれよう

などと話
はな

す。…」

原
げんぶん

文「我
わ

か
（が）

著
ちょさく

作いま
（未だ）

た成
な

らす
（ず）

一
いっせん

銭を得
え

るの目
め

あてあらす
（ず）

、…おのれ国
くに  こ

子

ある限
かぎ

りの衣
い

類
るい

質
しち

入
い

れして一
いっとき

時の急
きゅう

をまぬ
（免 れ ）

かれは
（ば）

やといふ、…」

「空
そら

はすっかり晴
は

れて気
き

持
も

ちがよい。…夜
よる

、質
しち

屋
や

の伊
い

勢
せ

屋
や

に走
はし

る。」

原
げんぶん

文「空
そら

晴
は

れに晴
は

れていと心
ここ  ち

地よし、…この夜
よる

伊
い

せ屋
や

か
（が）

もとにはしる」

「母
はは

はしきりに質
しち

入
い

れのことはよくないといって、…」

原
げんぶん

文「母
はは

君
ぎみ

しきりに質
しち

入
い

れのことを可
か

ならす
（ず）

として、…」

明
めい  じ

治25年
ねん

8月
がつ

28日
にち

明
めい  じ

治26年
ねん

4月
がつ

3日
にち

明
めい  じ

治25年
ねん

8月
がつ

30日
にち

参考文献
・鈴木淳・ 樋口智子編、2002、『樋口一葉日記』岩波書店．



樋
ひ

口
ぐち

一
いちよう

葉の日
にっ

記
き

を見
み

てみよう❷

季
き

節
せつ

に合
あ

った着
き

物
もの

以
い が い

外のほとんどは伊
い せ や

勢屋質
しちてん

店に預
あず

けていたことが分
わ

かります。つまり、一
いち

葉
よう

たち
家
か

族
ぞく

にとって夏
なつ

の暑
あつ

さや冬
ふゆ

の寒
さむ

さに耐
た

えるための着
き

物
もの

を揃
そろ

えることは難
むずか

しかったと言
い

えるでしょう。
現
げん

文
ぶん

京
きょう

区
く

丸
まる

山
やま

福
ふく

山
やま

町
ちょう

に住
す

んでいた時
とき

「時
とき

は今
いま

まさに初
しょ

夏
か

。

夏
なつ

物
もの

に衣
ころも

がえもしなければならないが、

ゆかたなど殆
ほとん

どは伊
い せ や

勢屋に入
はい

っている。」

原
げんぶん

文「時
とき

ハ今
いま

まさに初
しょ

夏
か

也
なり

、衣
ころも

か
（が）

へもなさて
（て）

ハかなはす
（ず）

、

ゆかたなと
（ど）

大
おおかた

方いせやか
（が）

蔵
くら

にあり、…」

明
めい  じ

治28年
ねん

5月
がつ

17日
にち

参考文献
・跡見学園女子大学、「旧伊勢屋質店（菊坂跡見塾）」跡見学園女子大学HP（2024 年 10 月 22日取得、　https://www.atomi.ac.jp/univ/about/campus/iseya/）
・伊藤氏貴 ･能地克宜編、2022、『樋口一葉詳細年表』勉誠社 .
・伊藤氏貴、2022、『樋口一葉赤貧日記』中央公論新社 .
・週刊朝日編、1988、『値段史年表 : 明治・大正・昭和』朝日新聞社 .
・樋口一葉 ･高橋和彦訳、1993、『樋口一葉日記 : 完全現代語訳』アドレエー .

※逼
ひっぱく

迫…経
けいざいてき

済的な面
めん

で余
よ ゆ う

裕のない状
じょうたい

態のこと。

「家
いえ

の方
ほう

はますます貧
びんぼう

乏が逼
ひっぱく

迫※して、どうにも仕
し

方
かた

がないので、

綿
わた

入
い

れや袷
あわせ

物
もの

などはすべて伊
い せ や

勢屋に持
も

って行
い

って、僅
わず

かに夏
なつ

物
もの

一
いち

、二
に

枚
まい

の仕
し

立
た

て代
だい

だけの収
しゅう

入
にゅう

…」

原
げんぶん

文「家
いえ

は中
なかなか

々に貧
ひん

迫
せま

り来
き

てやる方
かた

のなけれは
（ば）

、

綿
わた

の入
はい

りたるもの袷
あわせ

なと
（ど）

はミなか
（が）

ら伊
い

せやか
（が）

もとにやりて、

からく一
いち

二
に

枚
まい

の夏
なつ

物
もの

したて出
で

るほと
（ど）

なれと
（ど）

も、…」

明
めい  じ

治29年
ねん

6月
がつ

2日
にち

明
めい

治
じ

28（1895）年
ねん

に定
さだ

められた質
しち

屋
や

取
とり

締
しまり

法
ほう

を参
さん

考
こう

にすると、1ヶ
か

月
げつ

1 円
えん

以
い

上
じょう

5 円
えん

以
い

下
か

の場
ば

合
あい

、利
り

子
し

は 3％
パーセント

でした。3円
えん

借
か

り
た場

ば

合
あい

の利
り

子
し

は 9銭
せん

となります。受
うけ

戻
もど

しのためには、一
いち

葉
よう

は 1ヶ
か

月
げつ

後
ご

、3円
えん

に 9銭
せん

を足
た

して返
かえ

す必
ひつ

要
よう

がありました。しかし、翌
よく

5月
がつ

3
みっか

日にも一
いち

葉
よう

の母
はは

が伊
い

勢
せ

屋
や

質
しち

店
てん

を利
り

用
よう

していることから、この日
ひ

に預
あず

けた着
き

物
もの

は質
しち

流
なが

れになったかもしれません。

利
り

子
し

伊
い  せ  や

勢屋質
しち てん

店小
こ

袖
そで

  4 枚
まい

約
やく

3円
えん

羽
は

織
おり

 2 枚
まい

明
めい

治
じ

25年
ねん

 東
とう

京
きょう

における白
はく

米
まい

10㎏
キログラム

当
あ

たりの価
か

格
かく

⇒67銭
せん

3円
えん

で買
か

える米
こめ

の量
りょう

は…　約
やく

45 ㎏
キログラム

着
き

物
もの

を預
あず

けたお金
かね

で
白
はく

米
まい

を買
か

っていたとしたら？

お金
かね

を借
か

りる

物
もの

を預
あず

ける

一
いちよう

葉はどのようなものを質
しち

入
い

れしていたのでしょう。一
いち

番
ばん

多
おお

かったのは、着
き

物
もの

だったようです。

借
か

りた金
きん

額
がく

の記
き

録
ろく

はありませんが、着
き

物
もの

の
貸
かしだし

出額
がく

は、30銭
せん

から 50 銭
せん

が最
もっと

も多
おお

かったこ
とから、一

いち

葉
よう

がこの日
ひ

、借
か

りられたのは高
たか

く
計
けい

算
さん

して 3円
えん

ほどであったと考
かんが

えられます。

菊
きく

坂
さか

から引
ひ

っ越
こ

した後
あと

も伊
い

勢
せ

屋
や

を利
り

用
よう

していたことが分
わ

かります。また、明
めい

治
じ

27年
ねん

2月
がつ

2
ふつか

日には、
よそ行

い

きの着
き

物
もの

が 1枚
まい

もなかったという記
き

述
じゅつ

があります。日
にち

常
じょう

的
てき

に着
き

る着
き

物
もの

はあったと思
おも

いますが、
「着

き

物
もの

は全
ぜん

部
ぶ

」と表
ひょう

現
げん

するほど着
き

物
もの

が少
すく

なく、良
よ

い状
じょう

態
たい

のものがなかったと考
かんが

えられます。

現
げん

文
ぶん

京
きょう

区
く

菊
きく

坂
さか

町
ちょう

に住
す

んでいた時
とき

現
げん

台
たい

東
とう

区
く

龍
りゅう

泉
せん

寺
じ

町
まち

に住
す

んでいた時
とき

　日
に っ

記
き

に書
か

かれた一
い ち

葉
よ う

の質
し ち

草
ぐ さ

「夕
ゆうがた

方、着
き

物
もの

3、4枚
まい

を持
も

って本
ほんごう

郷の伊
い せ や

勢屋に行
い

く。

4円
えん

50 銭
せん

借
か

りて来
く

る。」

原
げんぶん

文「夕
ゆうこく

刻より着
き

類
るい

三
み

つよつもちて本
ほんごう

郷の伊
い

せ屋
や

がもとにゆく、

四
よんえん

円五
ご

拾
じゅっ

銭
せん

かり来
く

る」

「着
き

物
もの

は全
ぜん

部
ぶ

質
しち

に入
い

れてあるので、

一
ちょっと

寸した外
がいしゅつ

出のためのものもない。

原
げんぶん

文「きるへ
（べ）

きものゝ塵
ちり

ほとも残
のこ

らす、よそ蔵
くら

にあつ
（づ）

たれは、

仮
かり

そめに出
で

んとするものもなし」

明
めい  じ

治26年
ねん

8月
がつ

6日
にち

「今
こん げつ

月も質
しち  や

屋の伊
い せ や

勢屋に走
はし

らねば手
て

元
もと

（お金
かね

）がたりない。

小
こ

袖
そで

の着
き

物
もの

四
よん

枚
まい

、羽
は

織
おり

二
に

枚
まい

を風
ふ

呂
ろ

敷
しき

一
いちまい

枚に包
つつ

んで母
はは

と私
わたし

とで持
も

っていく。」

原
げんぶん

文「此
この

月
つき

も伊
い

せ屋
や

か
（が）

もとにはしらねは
（ば）

事
こと

たりす
（ず）

、

小
こ

袖
そで

四
よっ

つ羽
は

織
おり

二
ふた

つ一
ひと

風
ふ

呂
ろ

敷
しき

につゝミて、母
はは

君
ぎみ

と我
われ

と持
もち

ゆかんとす、…」

明
めい  じ

治26年
ねん

5月
がつ

2日
にち

明
めい  じ

治27年
ねん

2月
がつ

2日
にち


